
前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

300,000,000 0 0 300,000,000

1,034,000 0 0 1,034,000

301,034,000 0 0 301,034,000

301,034,000 0 0 301,034,000

当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）
（うち一般正味財産

からの充当額）
（うち負債に対応

する額）

300,000,000 300,000,000 0 ―

1,034,000 0 1,034,000 ―

301,034,000 300,000,000 1,034,000 ―

301,034,000 300,000,000 1,034,000 0

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

1,897,346 1,444,869 452,477

7,358,544 5,957,359 1,401,185

9,255,890 7,402,228 1,853,662

（単位：円）

基本財産

該当なし。

合　　計

６．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

科　目

　什器備品

（単位：円）

 投資有価証券

 定期預金（寄付金）

小　　計

合　　計

５．担保に供している資産

科　目

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

１．重要な会計方針

（１）有価証券の評価基準及び評価方法　　　

　　　 満期保有目的の債券は取得価額によっている。

　　　 消費税の会計処理は税込方式によっている。

３．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

２．会計方針の変更

該当なし。

（５）消費税等の会計処理

法　人　名：公益財団法人中海水鳥国際交流基金財団

財務諸表に対する注記

　　　　なお、退職給付債務は期末自己都合要支給額に基づいて計算している。

（３）固定資産の減価償却の方法				

　　　 平成19年3月31日以前に取得されたものについては旧定額法、平成19年4月1日以後に取得したもの

（２）棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　　 棚卸資産の評価方法は最終仕入原価法によっている。

（４）退職給付引当金の計上基準

　　　　職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき、当期末において発生して

　　　いると認められる額を計上している。

　　　については定額法によっている。						

　構築物

  投資有価証券

  定期預金（寄付金）

小　　計

合　　計

４．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

科　目

基本財産
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債権金額
貸倒引当金の
当期末残高

債権の
当期末残高

1,052,630 0 1,052,630

1,052,630 0 1,052,630

(単位：円)

帳簿価格 時価 評価損益

300,000,000 300,000,000 0

300,000,000 300,000,000 0

(単位：円)

補助金の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 貸借対照表上の記載区分

補助金

　中海生態系調 米子市 0 2,500,000 2,500,000 0 -

査研究事業補助

金

　なかうみ環境 米子市 0 1,402,698 1,402,698 0

学習事業補助金

0 3,902,698 3,902,698 0

金  額

△ 85,970

△ 85,970

△ 600,000

0

△ 600,000

１４．退職給付関係

（１）採用している退職給付制度の概要　　　

②　会計基準変更時差異の未処理額

③　退職給付引当金(①＋②）

（単位：円）

　　　 確定給付型の制度として、退職一時金制度を設けている。

（２）退職給付債務及びその内訳

①　退職給付債務

１３．重要な後発事象

該当なし。

９．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

８．保証債務（債務保証を主たる目的事業としている場合を除く。）等の偶発債務

１０．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

　一般正味財産への振替額

１１．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

１２．関連当事者との取引の内容

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）

内  容

合　　　計

該当なし。

　基本財産（地方債）

合　　計

科　目

（単位：円）

合　　計

科　目

該当なし。

　未収金

7.　債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高

債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高は、次のとおりである。

合計
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